
附属図書館長 河原田 泰尋

大学改革の流れの中で・・・
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大学改革の流れの中で、大学図書館の改革に関わる政策提言「変
革する大学にあって求められる大学図書館像」、「学術情報の国際発
信・情報流通の強化に向けた基盤整備の充実」、「生涯学び続け、主
体的に考える力を育成する大学」、「学習環境充実のための学術情報
基盤の整備」により、図書館の改革が求められています。

群馬県立県民健康科学大学群馬県立県民健康科学大学

本学附属図書館は、県内に在住、在勤又は在学する18歳以上（高校生を除く）の方に図書館を公開していま
す。平成26年3月31日現在、蔵書数は63,122冊であり、医療系の図書の割合が多いのが、本図書館の特徴の
一つとなっています。また、洋雑誌のＩＣＲＰなど医療系図書館でもなかなか見ることができない専門雑誌も数多
く所蔵しています。そのため、県内医療従事者及び医療系大学、専門学校の学生等に広くご利用いただいてい
ます。昨年度の学外者利用状況については、貸出人数999名、貸出冊数2,133冊となっており、全体割合の
12.8％、14.2％を占めています。

活動報告

特集 【地域に開かれた図書館】
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改革の背景には学生の「活字離れ図書離れ」の危惧があります。その要因は種々有るとは思いますが、学生
が求める情報形態と齟齬があると思います。「活字離れ図書離れ」の要因はさて置き、これらの提言が完結すれ
ば「何処でもドア」ならぬ「何処でも図書館」、夢のような図書館となるでしょう。「何処でも図書館」に向けて情報
の一元化（デジタル化）と情報流通のための基盤整備が不可欠になるでしょう。現状はアナログ主体の学術資産
と限られた予算、著作権法等々の問題が山積していますが、「何処でも図書館」を目指していきたいと思います。
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長浜夕夏さん（本学看護学部第５期卒業生）

■AKAGI：Academic knowledge Archives of Gunma Institutes(群馬県地域共同リポジトリ)
県内大学等及び群馬県立図書館の教育活動等の成果物や郷土関係の貴重資料等を登録し、インターネット

を介して学内外に公開するものです。｢AKAGI｣という名称は、2012年、本学のリポジトリワーキンググ
ループメンバーが提案し、採用されました。本学の｢AKAGI｣への登録件数は、県内第3位。ダウンロード
数は県内第2位となっています。（2014年5月現在）

附属図書館 Message 学外利用者の声

また、「学生に読んでほしい本」と題したコー
ナーを設置して、本学教員が学生向けに勧める
図書を推薦コメントも含めて紹介するなどし、親
しんで利用いただけるように心がけています。

本学の基本理念のひとつに｢県民の健康・医
療・福祉環境の更なる向上に寄与する｣ことが
掲げられています。医療従事者はもちろんのこ
と、地域住民の方にも、ご自身の健康等を考え
る上での専門情報源として、本館をご活用いた
だければと思います。より身近な存在に感じて
いただけるよう、これからも所蔵や環境整備に
努めていきたいと考えています。

私は、本学卒業の５期生です。学生の時は附属図書館でカウンター業務のアルバイトに携わらせてい
ただきました。書架整理や貸出し、返却の業務の傍ら、たくさんの文献に触れることができ、貴重な経
験をさせていただきました。

医療の文献以外にも小説、旅行雑誌、料理本など様々なジャンルのものがあり、医療関係者だけでな
く一般の方々にも利用できる図書館だと思っています。私も、卒業後も利用させてもらい、業務を教え
ていただいた司書さんにもお世話になっています。

脳に悪い７つの習慣（林成之 幻冬舎 2009年）

脳は気持ちや生活習慣で、その働きがよくも悪くもなる。やりたくないのに、我慢して勉強している
貴方、脳が持っている記憶力が働かなくて、時間だけ過ぎていませんか？興味を持ち、好きになり、面
白く取り組んでいますか？人の話を感心して、感動して聞いていますか？上の空ではないですか？

作者曰く、脳の悪い習慣とは、①「興味がない」と物事を避けることが多い、②「嫌だ」「疲れた」
とグチを言う、③言われた事をコツコツやる、④常に効率を考えている、⑤やりたくないのに我慢して
勉強する、⑥スポーツや絵などの趣味がない、⑦めったに人を褒めない、の７つ。大脳皮質神経細胞が
認識した情報をA10神経群、前頭前野…から記憶を司る海馬回まで、脳のしくみを踏まえ、分かり易く
解説しています。自分をちょっと変えてみたい貴方にお薦めの１冊です。

（診療放射線学部 助教 齋藤 享子）

＊図書館ホームページでその他多数の本を紹介しています

お気軽にご利用ください「学生に読んでほしい本」コーナー


